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令和７年度当初予算総括表 

【障がい福祉課】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 17,161,821 17,690,756 528,935 103.1％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 26,338,871 26,954,298 615,427 102.3％

１．主な事業 

（１）共生のまちづくり条例関連事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ６ 

（２）介護給付等関連事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ７ 

（３）強度行動障がい者（児）支援職員育成事業・・・・・・・・・・・・・・ｐ８ 

（４）日常生活用具給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ９ 

（５）グループホーム運営費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１０ 

（６）障がい者基幹相談支援センター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１１ 

（７）障がい者就業支援センター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１２ 

（８）社会福祉施設等整備費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１３ 



２

【こころの健康センター】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 64,463 67,472 3,009 104.7％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 311,981 321,285 9,304 103.0％

１．主な事業 

（１）精神障がい者地域移行・地域定着支援事業・・・・・・・・・・・・・・ｐ１４ 

【特別支援教育課】※学校支援課含む 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 137,521 138,937 1,416 101.1％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 1,818,070 2,088,878 270,808 114.9％

１．主な事業 

（１）個別の教育支援サポート事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１５ 

（２）巡回通級指導教室整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１６ 



３

【文化政策課】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 2,484,162 3,120,162 636,000 125.6％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 4,286,013 4,975,678 689,665 116.1％

１．主な事業 

（１）文化芸術による共生社会推進事業・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ｐ１７ 

【スポーツ振興課】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 94,991 109,489 14,498 115.3％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 511,165 504,489 △6,676 98.7％

１．主な事業 

（１）障がい者スポーツ大会関連事業・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ｐ１８ 

（２）「目指そう，支えよう，パラリンピアン」障がい者スポーツ推進事業・・・ｐ１９ 

（３）国際大会等出場選手激励費・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ｐ２０ 



４

【幼保支援課】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 19,000,311 18,386,291 △614,020 96.8％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 33,208,945 33,147,339 △61,606 99.8％

１．主な事業 

（１）医療的ケア児保育支援事業・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ｐ２１ 

【都市交通政策課】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 742,984 760,758 17,774 102.4％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 2,000.945 2,337,923 336,978 116.8％

１．主な事業 

（１）移動等円滑化基本構想策定事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ２２ 



５

【住環境政策課】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 2,486,427 2,364,001 △122,426 95.1％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 2,070,640 1,982,194 △88,446 95.7％

１．主な事業 

（１）空き家活用推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ２３ 

【生涯学習センター】 

歳 入 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 25,360 26,195 835 103.3％

歳 出 （単位：千円）

令和 6年度 

当初予算額（Ａ）

令和 7年度 

当初予算額（Ｂ）

前年度比 

（Ｂ）-（Ａ） 
（Ｂ）/（Ａ）％

一般会計 83,943 85,513 1,570 101.9％

１．主な事業 

（１）にいがた市民大学開設事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ２４ 



６

【障がい福祉課】 

１．主な事業 

（１）共生のまちづくり条例関連事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

1,621 千円 1,581 千円 △40 千円

【事業の概要】 

条例周知に係る研修会・講習会等を継続的に開催するとともに、条例の趣旨である共生

社会の実現を目指す「ともにプロジェクト」において、市内の小中学校における障がい者を

招いての福祉教育の推進や、障がい者アートを活用した条例の周知啓発、共生社会に関心

を有する企業間のネットワーク構築や交流の促進に取り組みます。 

また、障がい等を理由とした差別解消に向けた協議や提案を行う条例推進会議を開催し、

条例の普及状況や、取り組みの内容について検討を行います。 

【事業の内容】 

  ○条例周知に係る研修会・講習会等の開催 

○「ともにプロジェクト」の推進 

   ・市内の小中学校における障がい者を招いた福祉教育の推進 

 （学校がゲストティーチャーとして障がい者を招く際の謝礼補助の実施） 

・学生を対象としたワークショップの実施 

・「障がい者アート」を活用した周知啓発 

（バスターミナルや公共施設におけるアート展示） 

・「ともにＥｎｔｒａｎｃｅ」事業の展開 

 （共生社会づくりに関心を有する企業等のネットワーク構築及び交流促進） 

○条例推進会議開催（年 1回） 

○調整委員会開催（随時） 

【財源措置】 

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4） 



７

（２）介護給付等関連事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

19,829,058 千円 19,847,507 千円 18,449 千円

【事業の概要】 

障がい者の日常生活を支援するために必要な介護サービスを提供し、地域での自立した

生活の推進を図ります。 

【事業の内容】 

○提供する主なサービス 

事業名 支援種別
市内事業所数 見込数 

R6 当初 R7 当初 R6 当初 R7 当初 

居宅介護 居宅 133 136 12,065 人 12,091 人

重度訪問介護 居宅 119 121 458 人 478 人

行動援護 外出 6 6 427 人 404 人

同行援護 外出 40 41 2,449 人 2,499 人

移動支援 外出 88 80 9,552 人 9.998 人

療養介護 居住 1 1 1,398 人 1,386 人

短期入所 居住 43 44 6,270 人 6,945 人

グループホーム 居住 66 67 9,469 人 9,653 人

施設入所 居住 10 11 7,200 人 7,128 人

生活介護 通所 52 55 22,252 人 22,316 人

自立訓練 通所 10 11 1,036 人 1,218 人

就労移行支援 通所 29  28 3,279 人 3,345 人

就労継続支援 A型 通所 25 22 5,430 人 4,874 人

就労継続支援 B型 通所 98 104 27,179 人 28,629 人

就労定着支援 相談 17 21 1,320 人 1,683 人

児童発達支援 児童 48 58 8,935 人 9,585 人

放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 児童 113 126 27,488 人 27,538 人

【財源措置】 

自立支援給付費負担金（国：1/2、県：1/4） 

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4） 

障害児入所給付費等負担金（国：1/2、県：1/4） 



８

（３）強度行動障がい者（児）支援職員育成事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

1,931 千円 2,125 千円 194 千円

【事業の概要】 

「強度行動障がい支援マネジャー」を配置し、強度行動障がい者（児）の支援に関し、

事業所に対し助言等を行える体制を整備することで、事業所の支援力向上を図り、強度行

動障がい者(児)及びその家族が安心して暮らせる環境を整えます。 

【事業の内容】 

内  容 事業費 

「強度行動障がい支援マネジャー」を配置し、強度行動障がい者

(児)を支援する事業所に対して、助言等を行う業務を委託します。 
2,125 千円

【財源措置】  

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4） 



９

（４）日常生活用具給付費 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

173,267 千円 174,609 千円 1,342 千円

【事業の概要】 

障がい者・児が日常生活を便利に、また容易に過ごすために必要な用具を給付します。

【事業の内容】 

  ○対 象 者：重度身体障がい者・児、重度知的障がい者・児、軽・中等度難聴児、 

難病患者  

  ○費用負担：用具の基準額内の価格の１割負担、世帯の所得状況に応じて 

月額負担上限額あり。 

  ○給付品目：視覚障がい者用ポータブルレコーダー、視覚障がい者用読書器、 

聴覚障がい者用通信装置、人工喉頭、特殊寝台、入浴補助用具、 

ストマ装具、難聴児用補聴器、人工内耳用電池、 

人工呼吸器用非常用電源等  

【財源措置】 

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4） 



１０

（５）グループホーム運営費補助金 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

93,741 千円 104,637 千円 10,896 千円

【事業の概要】 

  障がい者が地域で自立した生活を送ることができるよう、共同生活の場として運営され

るグループホームの運営費を補助し、障がい者の地域移行と自立の促進を図ります。 

【事業の内容】 

重度者支援補助…重度障がい者支援のための事業所運営に要する経費（職員人件費など）

を補助することを目的として、障がい支援区分 4以上の重度障がい者を

受け入れた場合に、区分に応じて補助。 

⇒区分 4：1,400 円/日 

区分 5：2,200 円/日（重度者支援加算Ⅱ取得事業所 557 円/日） 

区分 6：2,600 円/日（重度者支援加算Ⅱ取得事業所 957 円/日） 

※国の「重度者支援加算Ⅱ」取得事業所は、国の報酬と合わせた実質的

な助成額が加算未取得の事業所に比して増額となるよう単価設定し、

加算取得を促すことで、行動障がい者の受入体制整備を促進する。 

強度行動障がい者生活支援員配置加算 

        …強度行動障がい者受け入れのため、生活支援員を加配した場合に補助 

         ⇒4,300 円/日 

【今後の取り組み】 

国の報酬改定や支援員等の人材育成の状況等も踏まえながら、必要に応じて補助制度の

見直しを行っていきます。 

【財源措置】  

市単独事業 



１１

（６）障がい者基幹相談支援センター事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

144,516 千円 176,569 千円 32,053 千円

【事業の概要】 

障がいのある方からの相談や情報提供などの支援を行うほか、「共生のまちづくり条例」

に係る障がい等を理由とする差別相談機関として、障がい者（児）が安心して地域で暮ら

せるよう、相談支援体制の強化を図ります。 

【事業の内容】 

①一般相談（総合的・専門的な相談支援） 

②地域の相談支援体制の強化に関する取り組み 

・相談支援事業者への指導・助言 

・相談支援従事者等への研修 

・新潟市障がい者相談員への活動支援 

③地域移行・地域定着の促進への取り組みおよび支援 

・障がい者支援施設および精神科病院等からの相談対応 

・障がい者支援施設、精神科病院と相談支援事業所等との間の連絡調整 

（コーディネート機能） 

・地域生活定着支援センターとの連携による触法者等に関する支援 

④権利擁護・虐待防止 

・成年後見制度に関する相談対応、申立てにかかる支援 

・新潟市障がい者虐待防止センターと連携した虐待防止活動 

  ⑤障がい児等療育支援 

   ・在宅障がい児等への相談支援（医療的ケア児等コーディネーターの配置） 

⑥共に生きるまちづくり条例にかかる相談機関 

【相談実績】 

  ・R6 年度相談件数（12 月末時点）18,065 件 （R5.12 月末時点 17,378 件） 

  ・障がい種別内訳（R6 年度） 

障がい者：身体(10％)、知的(21％)、精神(40％)、発達(14％)、その他(15％) 

障がい児：身体( 7％)、知的(24％)、精神( 3％)、発達(42％)、その他(24％) 

【財源措置】 

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4）



１２

（７）障がい者就業支援センター事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

31,801 千円 32,813 千円 1,012 千円 

【事業の概要】 

  障がいのある方の一般就労と企業の障がい者雇用を推進するための中心となる施設を運

営し、就職を希望する障がいのある方の相談から、受け入れ企業への助言や職場実習の斡

旋、就職後の定着支援まで一貫した支援を実施することにより、障がいのある方が長く安

心して働ける環境整備を図ります。 

【事業の内容】 

○平成 25年 10 月開設 

○新潟市総合福祉会館内に設置 

○就業支援員 6名を配置 

○求職活動に関する助言、指導 

○就職に向けた職場実習の斡旋 

○就職先に対する助言、指導 

○職場定着のための支援 

○雇用、教育、福祉等の各関係機関との連携体制をコーディネート 

【登録者数】 

  ・令和 6年度登録者：82 人（令和 6年 12 月末現在） 

  ・登録者数累計：2,104 人 

  ・令和 6年度登録者の障がい種別内訳 

    身体(11％)、知的(17％)、精神(28％)、発達(42％)、その他(2％) 

【財源措置】 

市単独事業 



１３

（８）社会福祉施設等整備費補助金 

① R6 予算額 

（R5 予算繰越分） 

② R7 予算額 

（R6 予算繰越分） 

②－① 

（補正予算繰越分） 

0 千円  

（353,002 千円）

0千円  

（445,250 千円）

0千円 

   （92,248 千円）

【事業概要】 

障がい者の地域移行促進のための居住の場（グループホーム等）、日中活動の場など受

け皿の確保や、本市において不足するサービス基盤を整備するための費用の一部を補助す

るとともに、障がい福祉施設の防災・減災対策の強化等を推進します。 

なお、補助対象は、各法人に施設整備等の希望調査を行い、整備内容や予算状況に応じ

て決定します。 

【R7 整備分内訳】 

○R6 補正予算繰越分 

障害者支援施設  1 施設 

共同生活援助（短期入所併設）創設  1 施設 

【財源内訳】 

社会福祉施設等整備費補助金（国：（補助金額）×2/3） 



１４

【こころの健康センター】 

１．主な事業 

（１）精神障がい者地域移行・地域定着支援事業 

①R6 予算額 ③ R7 予算額 ④ －① 

306 千円 274 千円 △32 千円

【事業の概要】 

障がいの有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分らしく暮らすことができるよ

う、「精神障がい者の地域生活を考える会」において、精神障がいにも対応した地域包括

ケアシステムの構築を推進します。当事者、家族、保健・医療・福祉の関係者が、顔が見

える関係性を構築しながら地域課題を協議し、互いが学び合うことで、より良い支援のし

くみづくりを図ります。 

【事業の内容】 

１「新潟市精神障がい者の地域生活を考える会」 

取組方針：孤立しない、孤立させない地域づくり、人づくり 

当事者、家族、支援者間のネットワークの強化 

これまでの議論で出されている「住まいの確保・居住支援」「必要な人への情報発信」

「居場所の必要性」という３つの課題について引き続き取り組んでいきます。 

（１）全体会（年 2回） 

本市における精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築の進捗状況について

評価します。 

（２） ワーキンググループによる事業 

① 人材育成班：研修会(対面 1回・オンライン 3回)を開催 

②ピア活動班：当事者向け、家族向けの交流会や精神科病院入院患者等への 

情報発信を目的とした交流会を開催 

③企画・調査班：地域で生活する精神障がい者等の具体的な課題やニーズを把握し、

取り組みを検討する 

※これまでに行った調査の報告書等は、市ホームページ（以下 URL）に掲載しています。

https://www.city.niigata.lg.jp/iryo/kenko/kokoro/seishinhoken/kokorotiikiikou.html

２「心のサポーター養成研修」 

   精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築には、地域住民の理解や支えも

重要であることから、令和 4年度から、「心のサポーター養成研修」を市民対象に実施

しています。令和 7年度も 3回開催し、地域住民のメンタルヘルスへの理解を深め、互

いが支えあえる地域づくりに取り組みます。 

【財源措置】 

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4） 



１５

【特別支援教育課】 

１．主な事業

（１）個別の教育支援サポート事業 

①R6 予算額 ②7予算額 ②－① 

32,200 千円 31,425 千円 △775 千円

【事業の概要】 

配慮を要する幼児児童生徒等への就学前から学齢期、社会参加までの切れ目ない支援体制

を整備に向けて、個別の教育支援計画等の作成支援システムを全市立学校園に導入し、利活

用を進めていきます。 

【事業の内容】 

＜令和 7年度の取組＞ 

 ○R6 より全市立学校園に導入し、R7からは全市立学校園で利活用を進めていきます。 

 ○フォーラムの開催などを通じて、広く市民に特別支援教育について発信していきます。 

【財源措置】 

教育支援体制整備事業費補助金（国：1/3） 



１６

（２）巡回通級指導教室整備事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

26,300 千円 24,495 千円 △1,805 千円

【事業の概要】 

他校通級に伴う保護者送迎の負担軽減や、子どもが在籍校の慣れた環境で安心して指導

を受けられるよう、通級指導教室について巡回指導（教員が該当する子どもの在籍する学

校を訪問し指導を行う）を増設していきます。 

【事業の内容】 

＜現状＞ 

 ○小・中学校おける R6 年度の発達障がい通級指導教室設置校は 17 校 

 ○小・中学校における発達障がい通級指導教室利用者数は 245 人（R6.12 現在） 

＜令和 7年度の取組＞ 

○令和 7年度は、教室設置を 1校、巡回先校を小学校 9校に設置 

【財源措置】  

市単独事業 



１７

【文化政策課】 

（１）文化芸術による共生社会推進事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

500 千円 458 千円 △42 千円

【事業の概要】 

障がい者が制作した作品の発表機会や文化芸術団体との交流を創出することで、障がいのあ

る人とない人との相互理解を深める環境づくりに取り組む。 

【事業の内容】 

１．表現活動調査及びアート展（展覧会名：あふれる思い ふれる気持ち） 

障がいをもつアーティストによる、多彩な表現の豊かな魅力を多くの人に感じてもら

うことで、あらゆる人が「ともに」アートを楽しみ、心豊かに暮らせる環境が広がって

いくことを目指す 

※１ 市内在住、活躍する障がい者が、伝えたいこと・感じたことなどを、作品を創り

出すことによって自分なりに表現する活動を市内障がい者施設等に募集し、調査 

※２ 美術館や商業施設で１０作家程度の作品を展示 

２．文化芸術団体と障がい者施設等の交流支援制度 

障がいのある方が文化芸術に触れる機会と、地域の文化芸術団体の活動の場をつくる

ための交流を生み出し、継続的な交流のきっかけづくりにつなげる 

文化芸術の披露（ボランティア）が可能な団体・個人を募り、登録者リストを障がい

者施設等に提供 

【財源措置】 

市単独事業 

表現活動調査※１
展示作家 

作品設定 
施設展示※２ 



１８

【スポーツ振興課】 

１．主な事業 

（１）障がい者スポーツ大会関連事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

20,000 千円 17,984 千円 △2,016 千円

【事業の概要】 

 障がい者スポーツの振興や障がい者の自立促進のため、全国障害者スポーツ大会に新潟

市選手団を派遣します。また、選手を選考するにあたって、新潟県とともに新潟県障害者

スポーツ大会を開催します。 

併せて、障がい者の特性に応じたスポーツ技術、ルール、心構え等の講習を通じ、スポ

ーツに親しむ機会を設けることにより、一層の障がい者スポーツの振興を図ります。 

【事業の内容】 

＜新潟県障害者スポーツ大会＞ 

 期間：令和 7年 5月 14 日 

会場：みどりと森の運動公園野球場 ほか 

 種目：個人競技 計 7種目※ 

陸上、フライングディスク、ボッチャ、卓球、アーチェリー、ボウリング、水泳 

※団体競技は前年度中に選考あり。 

＜全国障害者スポーツ大会＞ 

(わた SHlGA 輝く障スポ) 

期間：令和 7年 10 月 25 日（土）～令和 7年 10 月 27 日（月） 

 会場：滋賀県大津市 ほか 

 種目：個人競技 計 7競技 

陸上、フライングディスク、ボッチャ、卓球、アーチェリー、ボウリング、水泳 

団体競技 計７競技 

バスケット、車いすバスケット、グランドソフトボール、ソフトボール、 

バレーボール、サッカー、フットソフトボール 

＜障がい者スポーツにかかる県負担金＞ 

・全国障害者スポーツ大会への派遣選手の選考会実施事業 

・全国障害者スポーツ大会に向けた選手支援事業（スポーツ教室を含む） 

【財源措置】 

地域生活支援事業費補助金（国：1/2、県：1/4） 



１９

（２）「目指そう，支えよう，パラリンピアン」障がい者スポーツ推進事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

200 千円 198 千円 △2千円

【事業の概要】 

 障がい者スポーツ競技用具の貸出事業の実施により、障がい者スポーツの普及促進と競 

技人口の拡大、競技力の向上を図ります。 

【事業の内容】 

○現在 8区のスポーツ施設を拠点に設置している障がい者スポーツ（ボッチャ・フライン

 グディスク）用具の貸出を継続して実施します。 

○利用者からニーズのあるボッチャコートの貸出を各体育施設へ順次追加することで、単

 に触れ合う競技から移行し、市内における競技人口の拡大と競技力の向上を図ります。

【財源措置】 

 市単独事業 



２０

（３）国際大会等出場選手激励費 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

5,380 千円 5,115 千円 △265 千円

【事業の概要】 

 スポーツの奨励と振興をはかるため、新潟市を代表して国際大会等に出場する選手や、 

全国大会に出場する小中高生に対し、激励金を支給します。 

また、障がい者の競技スポーツへの志向意欲を高めるとともに、積極的な社会参加を促 

進するため、全国大会等出場者に対し、激励金を支給します。 

【事業の内容】 

○スポーツの国際大会等出場者激励金 

 ・国民スポーツ大会         10,000 円 

 ・オリンピック            100,000 円 

 ・その他国際大会           30,000 円 

 ・小中高校生の全国大会      5,000 円 

○障がい者スポーツ全国大会等参加激励金 

 ・パラリンピック等        100,000 円 

 ・その他国際大会            30,000 円 

 ・全国障害者スポーツ大会  10,000 円 

 ・その他全国大会       5,000 円 

【財源措置】  

 市単独事業 



２１

【幼保支援課】 

（１）医療的ケア児保育支援事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

33,482 千円 81,840 千円 48,358 千円

【事業の概要】 

保育施設等において医療的ケア児の受入れを可能とするための体制を整備し、医療的ケ

ア児の地域生活支援の向上を図ります。 

【事業の内容】 

○市立園：医療的ケア児の受入れを行うために看護師等を配置し、必要な備品を購入す

るほか、研修を受講して必要なスキル・知識を習得する。 

○私立園：医療的ケア児の受入れを行うために以下の対応を行った場合に、要した経費

の一部を補助する。 

・看護師等の配置 

・備品の購入 

・研修の受講 

○補助対象施設：私立保育所、認定こども園、家庭的保育事業所、小規模保育事業所 

及び事業所内保育事業所 

○補助単価：看護師等の配置  1 施設当たり 5,290 千円 

      研修の受講支援  1 施設当たり  300 千円 

          補助者の配置  １施設当たり 2,232 千円 

        備品補助     1 施設当たり  100 千円 

災害対策備品整備 1施設当たり  100 千円 

【財源措置】 

 保育対策総合支援事業費補助金（国）  補助率 2/3 



２２

【都市交通政策課】 

（１）移動等円滑化基本構想策定事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

6,000 千円 4,430 千円 -1,570 千円

【事業の概要】 

移動等円滑化促進方針（マスタープラン）に基づいて、建築物や道路等のバリアフリー化を

進めていくための実施計画として、優先的に整備を進める“重点整備地区”を定め、駅・バ

スターミナルなどの旅客施設、道路、交差点等の交通安全施設、児童・生徒・学生や住民そ

の他関係者を対象とした教育啓発、などの特定事業を定めた「移動等円滑化基本構想」を策

定します。 

【事業の内容】 

移動等円滑化基本構想の策定（R7年度公表予定） 

・自治会等へのヒアリング調査 

・重点整備地区、特定事業（公共交通特定事業、道路特定事業、交通安全特定事業、教育啓

発特定事業）等の計画記載事項に関する検討、協議会による合意形成 

【財源措置】 

 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（国：1/2） 



２３

【住環境政策課】 

（１）空き家活用推進事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

70,000 千円

（事業全体）

70,000 千円

（事業全体）

0千円

（事業全体）

【事業の概要】 

  福祉活動、地域活動、移住定住、住替えによる流通促進など市が進める施策における空

き家の有効活用等を促進することを目的として、空き家利活用を行う者に対し、その費用

の一部を補助します。福祉活動活用タイプ（共同生活援助）においては、空き家を活用し

てグループホームを整備することで、障がい者が地域で居住することができる環境整備を

図るとともに、定住による地域コミュニティの活性化を図ります。 

【事業の内容】 

 ○福祉活動活用タイプ（共同生活援助） 

  ＜補助対象者＞ 

  空き家を活用し、障がい者グループホームを整備する社会福祉法人、特定非営利活動法 

  人、その他法人格を有する団体 

  ＜補助対象となる費用＞ 

  空き家のリフォーム工事費 

  ＜補助率・補助上限額＞ 

  補助率 1/3・補助上限額 100 万円（耐震補強を併せて行う場合、補助上限額＋100 万円）

【財源措置】 

 市単独事業（他タイプで国庫補助金あり） 



２４

【生涯学習センター】 

（１）にいがた市民大学開設事業 

①R6 予算額 ②R7 予算額 ②－① 

3,217 千円 3,217 千円 0千円

【事業の概要】 

 障がいの有無にかかわらず、あらゆる世代の主体的な学習活動を推進するため、時代や社会

の変化、学習ニーズ、新潟の地域性に応じた講座など、長期講座を４講座、短期講座を３講

座、計７講座を開設します。なお、対面かオンラインのどちらかを選択できるハイブリット形

式での講座を取り入れ、市民の生活スタイルに応じた多様な学習機会を提供します。 

【事業の内容】 

＜対象＞  原則として、新潟市に在住、在勤、在学する方 

 ＜講座数＞ 前期：４講座（全 6～10回） 

後期：１講座（全 6回/予定） 

短期講座：３講座（３回程度） 

＜受講料＞ 回数×1,000 円 

 ＜令和７年度講座＞ 

コース名 講座名 曜日・時間
会
場

受講 
方法 

定員 備考 

現代の 
社会問題 

地域社会のミライにおける生活
と健康を考える 

金曜日 

19～21

時 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

会場

オンライン

前期：

対・オ 各 100 名

大学コンソーシアム

連携講座

見逃し配信 

新潟学 
ラムサール条約都市新潟の水
田と潟～環境と共生する湿地の
あり方～ 

土曜日 

10～12

時 

会場

オンライン

前期： 
対・オ 各 100 名

後期：20 名

見逃し配信

現代の 
社会問題 

卒親のすすめ～いずれ来る子
育て卒業のときのために～ 

水曜日 

19～21

時 

会場

オンライン

前期： 

対・オ 各 100 名
見逃し配信 

現代の 
社会問題 

豊かな人生のために知っておき
たい社会のしくみ～ライフステー
ジに応じて上手に利用～ 

土曜日 

13～15

時 

会場

オンライン

前期： 

対・オ 各 100 名

9 月開講 

見逃し配信 

短期講座 

（夏休み若者向け）
未来を創造する「食」の力 

土曜日 

10～12

時 

会場

オンライン
対・オ 各 100 名

短期講座 

２地域居住の暮らし方・生き方・
新潟市の魅力に迫る 

土曜日 

13 時半

～15 時

半 

会場

オンライン
未定  見逃し配信 

人体の不思議と健康寿命延伸 未定 未定 未定 

【財源措置】 

にいがた市民大学受講料 

にいがた市民大学広告掲載料 


